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□
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□
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□
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□
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□
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□
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第
五
回
理
事
会
報
告

七
月
三
十
日
（
水
）
県
連
事
務

所
於
い
て
第
五
回
理
事
会
を
十

二
名
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定

【
県
連
全
体
活
動
】
中
央
登
山

学
校
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
（
秩
父

Ａ
Ｐ
梅
沢
氏
参
加
）

【
事
務
局
】
労
山
カ
ー
ド
申
請

新
座
山
の
会

三
役
会
議

八
月
四
日
（
月
）

さ
い
た
ま
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

【
財

政
】
二
十
八
団
体
入
金

済
み
（
全
納

十
五
団
体
）（
未

納
二
団
体
）

【
組

織
】
ク
ラ
ブ
経
験
交
流

会
を
踏
ま
え
て
各
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
ま
と
め
を
し
た
い

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
Ｈ
Ｐ
実
務

担
当
者
―
再
度
打
診
の
予
定

（
三
郷
山
の
会
）

【
女

性
】
六
月
二
十
八
～
二

十
九
日

全
国
女
性
担
当
者
会

議
（
担
当
理
事
二
名
出
席
）

女
性
委
員
会

七
月
七
日
（
月
）

六
名
．
七
月
十
日
（
木
）
五
名

参
加
。
議
題
：
第
十
回
東
日
本

女
性
登
山
交
流
集
会
へ
の
参
加

取
組
。
次
回
女
性
委
員
会

八

月
二
十
五
日
（
月
）

岩
手
地
震
の
影
響
が
あ
る
が
、

早
池
峰
の
ほ
う
は
安
全
の
よ
う

で
す
。

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
心
拍
測
定
実

験
登
山
計
画
十
一
月
二
十
九
日

（
土
）
予
備
日
三
十
日(

日)

【
救
助
隊
】
沢
の
搬
出
訓
練

七
月
十
四
日

机
上
十
八
名

七

月

二

十

六

～

二

十

七

日

十
二
名
参
加

豆
焼
沢(

秩
父)

【
登
山
学
校
】

七
月
五
日

(

土)

登
山
と
運
動
生
理
（
机

上
）
十
三
名

七
月
六
日(

日)

登
山
と
運
動
生
理
（
実
技
）
十

三
名
運
営
委
員
十
一
名

八
月
二
日
（
土
）
地
図
の
読
み

方
（
机
上
）

八
月
三
日
（
日
）

地
図
の
読
み
方
（
実
技
）
兜
山

【
岩
ネ
ッ
ト
】

七
月
十
三
日

（
日
）
日
和
田
ゲ
レ
ン
デ

参

加
八
団
体

十
三
名
参
加

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】

雪
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
向
け
て
ス

タ
ッ
フ
検
討
中

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

西
部
＝
九
月
十
一
日

西
部
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
ハ
イ
ク
の
計
画

十
一
月
十
六
日

堂
平
山

南
部
＝
七
月
十
六
日

中
部
＝
十
一
月
地
図
読
み
登

山
・
雪
山
交
流
登
山
の
計
画

北
部
＝
心
拍
測
定
実
験
登
山
計

画
‐
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

予
備
日
三
十
日(

日)

八
月
七
～
十
二
日
熊
ト
レ
写
真

展
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
８
Ｆ
ギ
ャ

ラ
リ
ー

議

題

[

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
反
省
点]

�

約
四
十
年
続
い
て
い
る
ク

リ
ー
ン
ハ
イ
ク
は
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
き
て
い
な
い

か
？

�

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
他
に

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
の
活

動
も
し
て
い
き
た
い
（
自

然
観
察
な
ど
）

�

ゴ
ミ
を
拾
う
に
あ
た
り
ど

こ
ま
で
拾
い
に
行
く
か
？

(

危
険
を
冒
し
て
ま
で
行

か
な
い
と
す
る
と
ハ
イ
キ

ン
グ
が
主
体
に
な
っ
て
い

る)

�

一
般
の
参
加
者
も
募
っ
て

み
て
は
ど
う
か
？

�

ご
み
の
多
い
場
所
を
集
中

し
て
掃
除
し
て
み
て
は
ど

う
か
？
（
来
期
ま
で
に
各

会
で
山
行
の
折
り
に
調
査

し
て
候
補
地
を
挙
げ
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
？
）

[

関
東
Ｂ
役
員
交
流
集
会]

九
月
六
日
～
七
日

秩
父
市
吉

田
元
気
村

会
費
五,

0
0
0

円

会
議
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分

入
浴
後
夕
食
及
び
懇
親
会

十

八
時
～
二
十
一
時

翌
日
は
二
子
山
へ(

役
員
交
流

山
行)
八
時
三
十
分
出
発

参
加
団
体

千
葉
（
代
表

広

木
国
昭
氏
）

神
奈
川

東
京

都

茨
城

群
馬

栃
木

埼
玉
県
連
参
加
予
定
者

理
事

長
、
副
理
事
長
、
理
事
五
名
参

加
（
他
に
理
事
二
名
参
加
）

[

安
全
登
山
講
演
会]

元
青
梅
警
察
署
山
岳
救
助
隊
副

隊
長

金

邦
夫
氏
へ
打
診
。

今
年
は
体
調
不
備
に
よ
り
辞
退

実
施
候
補
日

1
1

月

1
5

日

(

土)

午
後

会
場
候
補

パ
ル

コ1
0

階(
1
3
2

名
収
容)

で
予
約

調
整
（
８
月
初

予
約
）

※
講
師
・
会
場
等
再
度
検
討

[

第
十
回
東
日
本
女
性
登
山

交
流
集
会
ｉ
ｎ
い
わ
て]

十
月
十
一
日
～
十
二
日

南
部
富
士
見
ハ
イ
ツ

[

そ
の
他]

同
人
山
と
自
由

代
表
者
岩
手

へ
引
越
し
。
岩
手
県
連
へ
の
紹

介
を
含
め
、
埼
玉
労
山
継
続
意

思
を
確
認
す
る

救
助
隊
ニ
ュ
ー
ス

沢
の
搬
出
訓
練

奥
秩
父
滝
川
支
流｢

豆
焼
沢｣

七
月
二
十
六
～
二
十
七
日

参
加
者
十
二
名(

二
班
構
成)

※

豆
焼
沢
駐
車
場
集
合

二
十
五
日
Ｐ
Ｍ

十
名
‐
二
十

六
日
Ａ
Ｍ
二
名

《
日
程
と
コ
ー
ス
》

二
十
六
日(

土)

豆
焼
沢
橋
Ｐ
出
発(

8

：50
)

‐
モ

チ
ゴ
ヤ
沢
出
合(

9
:
0
5
)

‐
ホ
チ

の
滝(

9
:
4
5
)

懸
垂
下
降
終
了

(
1
0
:
5
5
)

‐

５

Ｍ:

３

Ｍ

滝

(
1
1
:
4
0
)

～(
1
2
:
3
0
)

通
過

美

し
い
小
沢
出
合
よ
り
上
部
２
０

０

ｍ

に

テ

ン

ト

設

営

終

了

(
1
4
:
4
0
)

※
ホ
チ
の
滝
の
右
岸
を
高
音
き

し
、
懸
垂
下
降
す
る｢

２
ピ
ッ
チ

目
は
空
中
懸
垂
１
５
ｍ｣

※
５
ｍ
の
滝
、
手
が
か
り
少
な

く
慎
重
に
リ
ー
ド(

徳
重)

、

※
雷
雨
に
あ
い
予
定
の
テ
ン
ト

場
よ
り
手
前
に
設
営
、｢

隊
長
か

ら
点
呼
確
認
・
活
動
の
総
評
・

行
動
を
終
了
し
ま
す
・
明
日
は

４
時
に
起
床｣

(

雨
で
の
焚
き

火
・
自
炊
・
テ
ン
ト
の
水
掃
除
・

懇
親
会)

こ
れ
も
楽
し
い
訓
練

二
十
七
日

起
床(

4
:
0
0
)

―
出
発(

5
:
5
0
)

―

明
る
い
二
俣(

6
:
5
5
)

―
４
段
５

０
ｍ
高
巻
き(

7
:
5
0
)

―
ス
ダ
レ

状
滝
５
０
ｍ
通
過(

9
:
1
0
)

―
ナ

メ
小
滝
連
続(

1
0
:
2
5
)
｢

だ
ん
だ

ん
水
量
が
無
く
な
る｣

―
登
山

道(
1
1
:
0
0
)

―
川
又
・
黒
文
字
橋

分
岐(

1
3
:
5
0
)

―
黒

文

字
橋

(
1
4
:
3
0
)

※

出
発
前
に
隊
長
か
ら
。
点

呼
・
注
意
事
項
の
説
明
あ
り
、

又
手
前
で
泊
ま
り
に
な
り
、
雨

の
可
能
性
も
あ
り
訓
練
よ
り
行

程
を
重
視
す
る 

※ 

ナ
メ
滝
も
含
め
る
と
滝
の

数
も
多
く
、
滝
の
登
り
・
高
巻

き
に
慎
重
な
行
動
を
要
す
る
。 

※ 

仕
事
道
の
橋
破
壊
さ
れ
鉄

板
等
が
散
乱 

(

ホ
チ
の
滝
・
大
滝
・
ス
ダ
レ
状

の
滝)

一
見
の
価
値
あ
り 

記
録 
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さあ夏山本番 
用意万端・安全第一で！ 



第
一
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告 

七
月
十
三
日
（
日
）
九
時
三
十

分
～
十
五
時 

於
：
日
和
田
山

ゲ
レ
ン
デ 

三
郷
山
の
会
三
名
、
浦
和
山
の

会
三
名
、
上
福
岡
や
ま
な
み
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

一
名 

所

沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
一
名
、 

わ
ら
び
山
の
会
二
名 

浦
和
く

ま
ざ
さ
山
岳
会
一
名 

新
座
山

の
会
一
名 

埜
歩
歩
富
士
見
山

の
会
一
名 

八
団
体 

計
十
三

名
で
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
７/

２
６
～
２
７
に
県

連
救
助
隊
の
豆
焼
沢
で
の
救
助

隊
の
訓
練
が
あ
る
関
係
で
救
助

隊
員
の
多
数
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。 

い
つ
も
だ
と
ス
ダ
レ
状
態
の
ロ

‐
プ
が
下
が
っ
て
い
る
ゲ
レ
ン

デ
で
あ
り
ま
す
が
今
日
は
空
い

て
い
て
男
岩
の
ル
‐
ト
は
労
山

関
係
者
で
ロ
‐
プ
が
下
げ
ら
れ

久
々
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
堪
能

し
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
リ
‐
ド
で
登
っ
た
り
、

あ
る
い
は
ト
ッ
プ
ロ
‐
プ
で

様
々
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
堪
能

し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

特
に
松
の
木
ハ
ン
グ
で
の
Ｍ
氏

は
結
構
ハ
マ
ッ
テ
し
ま
い
必
死

に
な
っ
て
ク
リ
ア
し
た
模
様
。 

今
日
は
途
中
小
雨
が
降
っ
て
き

て
良
い
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
と
い
え

な
い
な
が
ら
も
満
足
そ
う
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

終
了
後
、
軽
部
講
師
の
確
保
の

講
習
が
あ
り
有
意
義
な
一
日
で

し
た
。 

岩
ネ
ッ
ト
の
開
催
は
担
当
理
事

の
都
合
で
不
定
期
に
開
催
し
て

い
ま
す
が
次
回
開
催
時
は
機
関

紙
に
て
発
表
致
し
ま
す
の
で
岩

登
り
志
向
の
あ
る
労
山
会
員
の

方
は
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。 

尾
手
理
事
記 

登
山
学
校 

第
二
回 

７
月
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

《
登
山
と
運
動
生
理
》 

日
進
山
岳
会 
加
藤
由
香 

「
登
山
と
運
動
生
理
」
第
一
日

目
の
机
上
講
座
で
、
久
し
ぶ
り

に
体
力
測
定
を
し
ま
し
た
。 

自
分
の
握
力
や
腹
筋
の
あ
ま
り

の
劣
化
ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
り
、

ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
状
態
を
自
覚
で
き
た
こ
と

は
有
益
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

大
神
田
先
生
の
講
義
は
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
栄
養

や
体
力
作
り
に
関
し
て
の
話
も

具
体
的
か
つ
科
学
的
で
、
非
常

に
腑
に
落
ち
、
た
め
に
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

家
で
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

翌
日
の
実
技
は
棒
の
折
山
。

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
登
る
山

で
し
た
。 

快
晴
で
暑
い
だ
ろ
う
な
と
危
惧

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
登
り
が
ほ

ぼ
沢
沿
い
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

こ
の
季
節
に
涼
し
い
沢
沿
い
の

コ
ー
ス
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は

粋
な
は
か
ら
い
と
い
う
べ
き
で
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で

す
。 

 

ボ
ッ
カ
訓
練
で
背
負
っ
た
ザ

ッ
ク
は
今
ま
で
経
験
の
な
い
重

さ
で
、
ま
ず
背
負
い
方
か
ら
習

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
重
心

を
右
、
左
と
き
ち
ん
と
移
動
さ

せ
な
が
ら
歩
く
と
い
う
の
も
今

ま
で
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
意
識

し
て
歩
く
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

講
義
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
折

に
ふ
れ
皆
さ
ん
か
ら
色
々
と
う

か
が
う
話
が
本
当
に
勉
強
に
な

る
こ
と
ば
か
り
で
、
実
り
多
い

学
校
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
運

営
委
員
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ
武
田
貴
志 

十
三
期
登
山
学
校｢

登
山
と
運

動
整
理｣

に
参
加
し
ま
し
た
。
土

曜
日
は
机
上
学
習
で
、
ま
ず
体

力
測
定
で
す
。 

握
力
測
定
、
上
体
起
し
等
、
数

項
目
測
定
、
私
は
何
れ
も
年
齢

平
均
値
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

閉
眼
片
足
立
ち
で
は
す
ぐ
に
ふ

ら
つ
き
出
す
始
末
で
、
体
力
の

無
さ
に
ガ
ッ
ク
リ
し
た
。
上
体

起
し
で
は
、
私
同
様
顔
を
真
っ

赤
に
し
て
本
気
に
な
り
、
精
一

杯
頑
張
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ

の
後
医
療
ト
レ
ー
ナ
ー
の
大
神

田
講
師
を
迎
え
、
指
導
を
受
け

な
が
ら
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま

し
た
。
隣
に
い
る
人
と
組
ま
せ

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
組
ま
せ
た

り
し
な
が
ら
何
回
か
繰
り
返
し
、

楽
し
く
ラ
ク
に
体
力
作
り
が
出

来
る
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

翌
日
の
実
技
は
「
棒
の
峰
」
で

行
わ
れ
、
さ
わ
ら
び
の
湯
集
合
、

身
支
度
を
整
え
出
発
。
有
馬
ダ

ム
サ
イ
ト
で
前
日
習
っ
た
事
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
山
行
前
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た
。 

少
し
歩
き
、
白
谷
沢
登
山
口
で

水
分
補
給
、
呼
吸
法
の
確
認
、

脈
拍
の
取
り
方
を
行
う
が
、
私

は
な
か
な
か
脈
を
見
つ
け
ら
れ

ず
う
ま
く
数
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
山
頂
に
向
か
う
途
中
の

沢
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入

れ
て
十
五
ｋ
ｇ
と
二
十
ｋ
ｇ
程

の
荷
を
造
り
、
ボ
ッ
カ
の
体
験

「
荷
の
重
さ
と
歩
き
方
」
を
学

ぶ
。
十
五
ｋ
ｇ
の
荷
の
時
は
う

ま
く
歩
行
で
き
た
が
二
十
ｋ
ｇ

と
な
る
と
歩
き
方
が
変
り
、
左

右
の
軸
足
に
体
重
移
動
す
る
歩

行
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
女

性
の
か
た
は
「
重
い
」
と
言
い

な
が
ら
も
「
子
供
や
孫
を
背
負

っ
た
時
を
思
い
出
し
た
」
と
言

い
な
が
ら
、
厳
し
い
体
験
の
中

に
も
笑
い
声
あ
り
貴
重
な
勉
強

を
楽
し
く
学
べ
、
満
足
感
の
あ

る
実
技
山
行
に
感
謝
の
思
い
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

[

第
十
回
東
日
本
女
性
登
山

交
流
集
会
ｉ
ｎ
い
わ
て]

 

十
月
十
一
日
～
十
二
日 

 

南
部
富
士
見
ハ
イ
ツ 

<

埼
玉
女
性
委
員
会
企
画>

 

バ
ス
で
交
流
し
な
が
ら
、
す
ば

ら
し
い
紅
葉
の
早
池
峰
山
へ
行

き
ま
し
ょ
う!

!
 

下
山
後
は
花

巻
温
泉
で
汗
を
流
す
な
ん
て
ど

う
？ 

十
一
日
午
前
中
の
計
画

も
し
て
い
ま
～
す
。 

★
十
月
十
日(

金)

二
十
二
時
出

発
、
十
三
日(

月)
 

朝
六
時
着 

バ
ス
で
参
加
。 

★
参
加
費
三
万
五
千
円(

参
加

費
の
一
万
二
千
円
、
バ
ス
代
、

十
二
日
の
昼
と
夕
食
、
風
呂

代
込
み
。
参
加
人
数
に
よ
り

変
更
あ
り)

 

★
全
体
集
会 

十
一
日
（
土
） 

講
演
会 

午
後
１
～
４
時 

 

テ
ー
マ 

「
女
性
と
ス
ポ
ー

環
境
」 

石
田 

良
恵
先
生 

 
 

女
子
美
術
大
学
名
誉
教
授 

 

★
経
験
交
流 

午
後
４
時
～
４

時
４
５
分 

 

司
会 

藤
元
理
津
子 

 
 

 
 

夕
食
と
交
流
会 

午
後
６

時
～
８
時
３
０
分 

★
十
二
日(

日
） 

早
池
峰
山
の

し
尿
汲
み
取
り
体
験
に
参

加
し
ま
す(

移
動
が
難
し
い

為)

。
所
要
時
間
約
七
時
間
。

他
コ
ー
ス
の
希
望
が
あ
れ
ば
ご

相
談
下
さ
い
。 

★
男
女
の
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

男
性
の
方
の
参
加
も
歓
迎
！ 

★
申
込
締
切
八
月
十
日(

一
次

締
切)

 
(

県
連
単
位
で
申
し
込

み
を
し
ま
す)

 

八
月
三
十
一
日(

最
終
締
切)

 

★
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

長
谷
川
貞
子(

所
沢H

C
)
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-
c
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.
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e
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廣
岡
美
恵
子(

ビ
ス
タ
ー
リ)

 

T
E
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/
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0
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-
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― 

編
集
後
記 

― 

今
月
は
紙
面
の
関
係
で
み
ん
な

の
歌
は
お
休
み
し
ま
す
。
来
月

一
三
八
号
は
理
事
会
報
告
、
登

山
学
校
第
三
回
「
地
図
の
読
み

方
」
も
模
様
の
他
、
各
会
の
山

行
報
告
、
み
ん
な
の
歌
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
原
稿
締
切
八

月
二
十
九
日(

金
）
印
刷
発
行
は

九
月
八
日(

月)

の
予
定
で
す
。

先
日
奥
多
摩
の
逆
川
と
水
根
沢

へ
水
浴
び
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

エ
コ
対
策
に
は
行
水
が
最

高
か
も
！
部
屋
の
ク
ー
ラ
ー
が

壊
れ
て
も
暑
さ
に
負
け
ま
い
と

編
集
頑
張
っ
て
ま
～
す
。
皆
さ

ん
も
気
を
付
け
て
涼
し
い
所

(

高
い
と
こ
ろ
か
な
？
）
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。 

（
ア
オ
） 
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